日本人間関係学会大会第26回全国大会開催のご案内
テーマ：人間関係づくり－成果から成熟へ​－
大会委員長　小島 良一

（東北医科薬科大学 教授）

　本年度の全国大会は下記の通り、宮城県仙台市にある東北医科薬科大学で開催いたします。今回は「人間関係づくり－成果から成熟へ​－」というテーマを設定しました。仙台ではここ数年の間に学会員の数が増えましたが、それは少しでも自分を高めようとする向上心を持った仲間が集まって、職種や専門領域を越えて一つの大きな輪に発展してきたからです。これは人間関係学会設立の趣旨に合致するものであり、今後の豊かな人間関係づくりのヒントにもなり得るものと確信しております。本大会では仙台で活躍している学会員による講演やワークショップ等も計画しておりますので、ぜひご期待ください。

　本大会開催は例年よりも遅い、師走の慌ただしい季節になってしまいました。仙台の12月は特に関東以南にお住まいの方にとっては寒いとお感じになるかもしれませんが、東北の会員の心のこもった温かいおもてなしで皆様を歓迎したいと考えておりますので、万障お繰り合わせの上ぜひともご参加下さいますようお願い申し上げます。仙台で皆様にお会いできる日を楽しみにしております。
記

1. 日程及び会場
日程：2018年12月15（土）・12月16日（日）
会場：東北医科薬科大学  〒981-8558 宮城県仙台市青葉区小松島4丁目4番1号
TEL/FAX: 022-727-0044

2. 大会テーマとプログラム

大会テーマ：人間関係づくり－成果から成熟へ​－
＜12月15日（土）（1日目）＞
10:00〜10:30  受付
10:30  開会

10:30〜11:30  基調講演　日本人間関係学会理事長　永野典詞

「認め合い、支え合える人間関係を目指して〜赦すことの大切さを知ろう〜」
11:30〜12:30  講演　阿部侑生　
テーマ：「オランダ流コーチングと人間関係づくり」
内　容：コーチングというボキャブラリーは今や世界中で認識されつつあります。特にヨーロッパ圏ではコーチングについての研究や独自の取り組みが進んでいます。そこで今講演では、コーチング先進国のひとつであるオランダに視察に行って学んで来たことや、オランダ人コーチを北海道に招いて自然の中で体感したコーチング研修について、人間関係づくりとともにお伝えします。
13:50〜15:50  ワークショップ　
A 講師：森千佐子

テーマ：人間関係づくりに活かすアイスブレイクとホスピタリティ

内　容：初対面での緊張感を解いたり、硬い雰囲気を和ませるには？そして他所との関係を良好にするホスピタリティとは？．．．みなさんと一緒に考えたいと思います。
B 講師：杉山雅宏
テーマ：カウンセリング手法を用いた仲間づくり体験

内　容：働く人たち、地域・家庭生活を営む人々が、今日よりも元気になり、人と人とが心地よい関係性を保つために役立つ演習。

C 講師：山本克司
テーマ：人間関係における自己実現に不可欠な権利～表現の自由～

内　容：私たちの個人の尊厳を守り、自分の思いを実現（自己実現）するためには、「表現の自由」が不可欠である。この表現の自由をより強く保障するために、日本人間関係学会の会員の学際性を活用し、法学、社会福祉学、教育学、看護学等の多面的視点から意見交換をしたいと考える。法学の分野からは、表現の自由の法的な性格、判断能力が低下した人の表現の自由の保障と権利擁護、社会福祉学からは、クライエントの自己実現を助長する対人援助、教育学からは子どもとラポールの形成ができる環境づくり、看護からは患者の人生の選択と思いの表現などを考えている。
D 講師：鈴木満
テーマ：こころをほぐすコーチング
内　容：コーチングは目標達成型思考といいますが、時には相手の感情に配慮し寄り添うことも大切です。十分に相手の話に耳を傾けるだけで行動変容が起こることもあるのです。演習を通してみなさまと一緒に学びます。
16:00〜17:00  総会
18:00  情報交換会

＜12月16日(日)（2日目）＞
9:30〜12:00  研究発表・実践発表
12:00  昼食

12:00〜15:00  自主企画シンポジウム・ポスター発表

15:10〜15:20  最優秀発表賞授与式

15:20 閉会
3. 発表申込み・参加申込み方法

　学会ホームページに掲載の「発表申込書」「参加申込書」「要旨レイアウト例」をダウンロードしてご利用いただけます。必要事項を記入の上、大会実行委員会宛にメール添付で送付してください。メール件名には『【大会申込】（申込者名）』を記入してください。送付先アドレスは、ningen_tohoku@yahoo.co.jpです。
　なお、学会ホームページからダウンロードできない方は、同封の申込書に必要事項をご記入の上、大会事務局まで郵送してください。
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4. 大会参加費及び情報交換費
	会員種別
	事前登録による前納参加者

10月15日(月)まで
	当日参加者

	正会員・一般会員
	5,000円
	6,000円

	準会員
	2,500円
	3,000円

	非会員（自主シンポジウム・自主ラウンドテーブル）
	5,000円
	5,000円

	非会員（一般）
	6,000円
	6,000円

	非会員（大学院生・学部生）
	3,000円
	3,000円

	情報交換会費
	5,000円
	事前に申込み

	1日目の昼食
	1,000円
	各自で準備

	2日目の昼食
	1,000円
	各自で準備


	
	発表形態（発表申込締切りは9月14日、発表要旨原稿締切りは10月15日です）
	前納を条件とします（10月15日までに指定口座に大会参加費及び要旨集掲載費を納入）

	要旨掲載費（一件につき）
	口頭発表（連名の場合は責任発表者）
	3,000円

	
	自主シンポジウム・自主ラウンドテーブルなど（代表者1名）
	5,000円


＊高等発表者の振込例：
大会参加費5,000円＋要旨掲載費3,000円＋情報交換会費5,000円＋昼食代1,000円＝14,000円

5. 大会参加費納入方法
以下の口座に平成30年10月15日までに納入して下さい。

【ゆうちょ銀行】

店名：八一八（読み：ハチイチハチ）

店番：818
預金種目：普通預金

口座番号：3905191
名前：日本人間関係学会第26回全国大会実行委員会

6. 大会事務局
〒981-8558

宮城県仙台市青葉区小松島4丁目4番1号　東北以下薬科大学英語教室 小島

TEL/FAX: 022-727-0044  Email: ningen_tohoku@yahoo.co.jp
7. 大会実行委員会

大会委員：小島良一
実行委員：永野典詞、早坂三郎、占部眞一、三好明夫、森千佐子、山本克司、加藤誠之、杉山雅宏、杉本太平、田中康雄、勅使河原隆行、佐々木美恵、田中典子、
谷川和昭、濱島淑恵、藤川君江、北爪あゆみ、遠藤正博、川上準子、鈴木満
受付・案内：日本人間関係学会東北地区会員、東北医科薬科大学学生

8. 研究発表・実践発表の要領
( 1 ) 発表資格

発表者は、今年度の本学会年会費を納入済みの学会員であることが必要です。連名発表者も同様です。（自主シンポジウム・自主ワークショップは除く）

( 2 ) 発表手続き

➀ 発表者および連名発表者は、9月14日（金）までにメールにて参加申込を完了してください。詳しくは「発表申込み・参加申込み方法」をご覧ください。

➁ 発表者は、大会参加費（前納参加額）および1件ごとに発表形式別の要旨掲載費を請求いたします。要旨掲載費については、連名発表者の場合は原則として責任発表者が納入してください。いずれも、納入期限は10月15日（月）となります。

➂ 発表要旨は、研究発表・実践発表ともにA4用紙2頁に3200字程度（要約200字＋本文3000字）の原稿を作成して、10月15日（月）までに提出いただきます。

➃ 提出方法、書式についての詳細は「執筆要領」をご確認下さい。

( 3 ) 研究発表方法

口頭発表：1人の持ち時間は20分（発表15分、質疑5分）の予定です。なお、使用できる機器は、PC・プロジェクターです。ご利用の場合はあらかじめお申し込みください。

ポスター発表：必ずポスター掲示時間内に、ポスター掲示を行ってください。発表の30分前までに出欠の確認を行います。この時点で貼付されていない場合は、演題取り止め扱いとなります。以下の2つの要件を満たすことで、発表が行われたものとして認められます。

➀ 指定されたポスター掲示時間にポスター掲示を行うこと。

➁ 在籍時間には必ずポスター前に在籍して質問者との応答を行うこと。

座長の進行による発表・議論の時間は設けておりませんので、各報告者が個別にポスター前で質問者に対する説明や議論を行ってください。

最優秀発表賞（研究）：日本人間関係学会では、2014年度大会より会員による優れた研究発表に対し、「最優秀発表賞（研究）」の表彰を始めました。日本人間関係学会に所属する研究者の育成を図り、さらなる研究の発展を願うものです。

( 4 ) 実践発表方法

口頭発表：1人の持ち時間は30分（発表20分、質疑10分）の予定です。なお、使用できる機器は、PC・プロジェクターです。ご利用の場合はあらかじめお申し込みください。

ポスター発表：必ずポスター掲示時間内に、ポスター掲示を行ってください。発表の30分前までに出欠の確認を行います。この時点で貼付されていない場合は、演題取り止め扱いとなります。以下の2つの要件を満たすことで、発表が行われたものとして認められます。

➀ 指定されたポスター掲示時間にポスター掲示を行うこと。

➁ 在籍時間には必ずポスター前に在籍して質問者との応答を行うこと。
座長の進行による発表・議論の時間は設けておりませんので、各報告者が個別にポスター前で質問者に対する説明や議論を行ってください。

最優秀発表賞（実践）：日本人間関係学会では、2015年度大会より会員による優れた研究発表に対し、「最優秀発表賞（実践）」の表彰を始めました。日本人間関係学会に所属する実践者の育成を図り、さらなる研究の発展を願うものです。

( 5 ) その他の発表･･･研究発表・実践発表の他に、A）自主シンポジウム、B）自主ワークショップの2形式があります。

➀ A）自主シンポジウム：企画者が司会を担当し、指定討論者および話題提供者または体験者を決め、企画者の采配でフロアーとの自由な討議を行います。

➁ B）自主ワークショップ：企画者が司会を担当し、体験者を決め、企画者の采配で演習（ロールプレイ）を行います。

 ( 6 ) 発表要旨集

発表者には発表要旨原稿を提出していただきます。発表要旨原稿はそのまま製本し、要旨集として大会のガイド、そして研究上の貴重な文献資料といたします。

9. 執筆要領

( 1 ) 発表形式1件につき「発表要旨」を1部提出していただきます。原則として原稿はそのまま印刷されますが、修正が必要な場合は大会委員長の判断のもと修正を行いますので予めご了承ください。

( 2 ) 発表要旨は、１つの発表につきA4版の2頁分で作成してください。タイトル（ゴシック体・14ポイント・中央寄せ）、発表者名（ゴシック体・11ポイント・中央寄せ、連名発表の場合は責任発表者に○を付ける）、200文字程度の要約文（明朝体・10ポイント・1段組）、キーワード（ゴシック体・10ポイント・中央寄せ・和文6語以内）、本文（明朝体・10ポイント・2段組み）3000字程度の内容を記載します。レイアウトについては、学会ホームページ上に見本となるファイルを掲載いたしますのでダウンロードしてご利用ください。

( 3 ) 発表希望の方は発表要旨をメールの添付書類で大会事務局宛にお送りください。メール件名には『【発表要旨】発表形式：発表者氏名（責任発表者名）』を必ず記入して下さい。送付先アドレスは、ningen_tohoku@yahoo.co.jp（日本人間関係学会東北地区会）です。添付ファイルはMicrosoft Wordで作成したものに限ります。

10. 総会
本学会の年間活動報告・事業計画・予算決算等を行います。

11. 情報交換会

時間：平成30年12月15日(土)  18：00〜

会場：ドリーム・ホーム
会費：5,000円

＊会場までの移動は、タクシーを準備する予定です。
12. 東北医科薬科大学小松島キャンパスまでのアクセス

【仙台市地下鉄を利用】
地下鉄南北線仙台駅より泉中央駅行乗車
台原駅下車　徒歩15分

【仙台市営バスを利用】

乗り場：JR仙台駅西口（Loft側）17番
宮町・台原経由　瞑想の松循環　東北医科薬科大学・東北高校前下車　徒歩2分

宮町・南光台入口経由　旭ヶ丘駅行　旭ヶ丘駅下車　徒歩15分

宮町・小松島三丁目経由　台原行　台原駅下車　徒歩15分

【JR仙山線を利用】

愛子・山形方面に乗車　東照宮駅下車　徒歩15分


13. 申込締切り日程
	( 1 ) 発表者参加申込み
	9月14日（金）

	( 2 ) 発表要旨原稿提出締切り日

( 3 ) 発表者参加費前納・要旨掲載料の振込み締切り
( 4 ) 大会参加申込み（前納対象者）締切り
( 5 ) 情報交換会費納入期限
	10月15日（月）


14. 今後の予定
プログラム・要旨集の作成・送付

11月に発送を予定しています。
以上
( 1 ) 大会参加申込受付（前納対象者）は10月15日（月）締切り。なお、当日参加も可能です。


( 2 ) 研究発表・実践発表申込受付は9月14日（金）締切り。なお研究発表・実践発表申込者からの別途大会参加は不要です。


( 3 ) 研究発表・実践発表要旨原稿は10月15日（月）締切りです。


　＊前納期限は10月15日（月）です。ご了承ください。








�








PAGE  
3

